
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年１月２７日               NO,５９４ 

 

 多那栃又の大山祗神社跡 

 昭和２２年（１９４７）のカ 

スリン台風の甚大な被害によっ 

て、多那の人たちはそれまで生 

活していた片品川沿いから現在 

の赤城の原に移り住みました。 

 栃又、大島など以前人が暮らしていた場所には、石造物や

神社の跡などが残っており、その一つが栃又の大山祗神社の

跡で、諏訪社と二社が祀られていました。 

この神社は、南越生にあったものを移したものといわれ、

残っている社は江戸時代末期のものと考えられています。 

栃又の大山祗神社の神様は、輪組の武尊神社に移されたこ

とから、今では社の傷みがすすんでいます。 

境内には江戸時代の石宮や道祖神があり、なかには「勢多

郡多那村」「棚村」と彫られたものがあります。 

      砂川のお地蔵様の枕直し 

 むかし砂川の中央にあるお地蔵様の下にあった二軒の家

では、地蔵様に足をむけて寝る

と、朝には枕の方向が反対になっ

てしまうので、お地蔵様の枕直し

とよぶようになりました。 

             現在のお地蔵様は、火災によっ

て新しくつくられたものです。 
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 １２月定例市議会の一般質問で大東議員は、返済が不要の奨学金制度の

創設を教育長に求めました 

 教育長は、「経済的理由などにより、高校や大学に進学したくてもできな

い生徒を救うため、沼田市では貸与型の奨学金制度をすすめている。給付

型奨学金については、全県の状況や財政状況などを十分に勘案しながら、

長期的見通しをもって慎重に研究したい」と答えました。 

 大東議員は卒業後、沼田市で就職することや医師など必要な職業に就く

などの条件を付けて、給付型奨学金制度をまずはじめるように提案しまし

たが、教育長は「研究していきたい」と答えるにとどまりました。 

 教育委員会は１６日、２０２０年の東京オリンピック・パラリンピック

でドイツフェンシングチームの事前合宿の練習場としても利用が予定さ

れている市民体育館の改修工事の見学会を開きました。 

 今回の見学会は、スポーツ審議会委員 

や市議会議員などを対象に開かれました。 

 今回の改修工事は、内外装の改修、照 

明の LED 化、空調設備の整備、トイレ 

の洋式化、観覧席の増設などがおこなわ 

れ、工事費は約９億８，４００万円で、 

愛称命名権を３１日まで募集しています。 

 新春恒例の「沼田だるま市」が１６日、本町通りで開

かれ、威勢のいいかけ声のなか、福を求める多くの市民 

が縁起だるまを買 

い求めていました。 

 須賀神社では、 

家庭などで１年間 

の役目を終えただ 

るまのお焚き上げ 

がおこなわれまし 

た。 

 沼田市の成人式が利根文化会館で１３日に開かれ、４

５５人（男性２２０人、女性２３５人）が出席し、再会

を喜び合う姿がみられました。 

               今年の新成人は、５５

１人（男性２６６人、女

性２８５人）で、昨年よ

り３８人減りました。 

               会場では、「児童図書募

金」が今年もおこなわれ

ました。（写真） 


